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近年従来の手術、放射線療法、薬物治療に加えて、患者さん自身の免疫力を利用し、癌を治療する癌免疫療

法が話題です。今回紹介する併用療法の中でテセントリクは癌免疫療法に使われる薬剤の中でも抗PD-1抗

体と呼ばれます。 

がん細胞は免疫細胞の働きにブレーキをかける

仕組みとして、がん細胞の表面にPD−L１という

物質を出します。このPD-L1が、がん細胞を攻

撃する免疫細胞の表面にあるPD-1という物質に

結合すると、免疫細胞はがん細胞に攻撃できな

くなります。（図１） 
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テセントリクは、がん細胞の表面に出たPD-L1に結合することで、免疫細胞の働きにブレーキがかからない

ようにし、がん細胞を攻撃することができるようになります。（図２） 
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テセント リ クの作用は？

私たちのからだの中では、 免疫細胞が、 がん細胞などの異常な細胞を異物（ 自分以外のもの） と して攻撃、 排除し 、 健康を保っ

ています。 しかし 、 がん細胞は免疫細胞の働きにブレーキをかけ、 その攻撃から逃れることが分かってきました。 がん細胞は、

免疫細胞の働きにブレーキをかけるし く みの1つとして、 がん細胞の表面に「 PD-L1」 と いう 物質を出します。 このPD-L1が、 が

ん細胞を攻撃する免疫細胞の表面にある「 PD-1」 と いう 物質に結合すると 、 免疫細胞の働きにブレーキがかかり 、 免疫細胞はが

ん細胞を攻撃できなく なってしまいます。

テセント リ クは、 抗PD-L1抗体とよばれるお薬です。

テセント リ クは、 がん細胞の表面に出たPD-L1に結合することで、 がん細胞から免疫細胞の働きにブレーキがかからないよう に

し 、 この結果、 免疫細胞は攻撃力を取り戻し 、 がん細胞を再び攻撃することができるよう になると考えられています。

当院では2020年12月から治療可能となりました。新しい薬剤であり、様々な副作用の報告もある薬剤では

ありますが、肝細胞癌の新たな治療薬として期待されています。がん以外の肝臓のことでもお困りのこと

があれば、当院ご紹介よろしくお願い申し上げます。 

図１ 

上記のテセントリクに加えてアバスチンというがんに栄養や酸素を運んでいる血管を退縮したり、新たな血

管ができないようにする薬剤と併用し、がんの成長を防ぐ治療となります。 
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